容リ法公開アンケート集計報告【主催：横浜エコロジーを考える会】

（2005年9月2日現在、A4二枚）

【質問内容】

　容器包装リサイクル法の改正について、次の質問にお答えください。

質問①：「容器包装リサイクルの分別収集や選別保管の費用は、製品の価格に含めるべきである」という提案について、どう思いますか？

質問②：「リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生使用）の優先順位で推進するさまざまな手法を盛り込むべきである」という提案について、どう思いますか？

【回答】

◎神奈川１区

　・高山 修（日本共産党）／①賛成である　②賛成である

　・さとう謙一郎

　　①賛成である…メーカー責任を明確にするためにも、必要経費の内部化を図らなければなりません。

　　②…「リサイクル」が過剰生産・大量廃棄社会の免罪符とならないよう十分な注意が必要と考えています。reuse を含めた、ムダにつくらないムダに使わない「４R」社会を目指さなければなりません。

◎神奈川２区

　・大出 彰（民主党）／①賛成である　②賛成である

　・板谷みや子（日本共産党）／①賛成である　②賛成である
◎神奈川３区

　・大谷務（日本共産党）／①賛成である　②賛成である
◎神奈川４区

　・林 伸明（日本共産党）／①賛成である　②賛成である

　・林 じゅん（自由民主党）／①賛成である　②賛成である
◎神奈川５区

　・大森たけし（日本共産党）／①賛成である　②賛成である

　・田中慶秋（民主党）／①賛成である　②賛成である

◎神奈川６区

　・池田元久（民主党）／①賛成である　②賛成である
◎神奈川７区

　・首藤信彦（民主党）／①賛成である　②賛成である

　・ひが常一（日本共産党）／①賛成である　②賛成である

　・鈴木恒夫（自由民主党）

　　　私は環境と教育を政策課題の２本柱としてこれまで議員活動を続けてまいりました。拝見しました設問はいずれも単純にイエス・ノーでお答えできない重要な廃棄物リサイクル法制上の課題と考えておりますので、下記に私の考え方をお示ししてご回答とさせていただきます。

　　①容器包装に限らず、リサイクルの費用負担については多々議論があることは承知しております。「内税化」も一つの選択肢と考えますが、廃棄物・リサイクル法制のバランスや発生抑制の効果等を考慮しつつ、さらに議論を詰めるべきと考えております。

　　②３Rについてはすでに一定の市民権を得たものと考えております。具体的な手法等を法に記述するか否かに関わらず、実効性のある法制度を構築する必要と考えております。

◎神奈川８区

　・江田けんじ（無所属）／①賛成である　②賛成である

以上

